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1 “ながらスマートフォン”

近年，スマートフォンの利用者が急激に増加し，日
本人の約 40%が所有端末としてスマートフォンを挙げ
ている ∗．しかし，こうしたスマートフォンの普及の背
景で，“ながらスマートフォン”という問題が起こって
いる．“ながらスマートフォン”とは，ユーザが何か別
の行動をしながらスマートフォン操作を行うものであ
り，その中には「テレビを見ながら」といった，問題
のないケースもあるが，本稿では特に「歩きながらス
マホを操作する」という場合を指すこととし，それは
事故につながる可能性もある危険な行為である．
“ながらスマートフォン”の抑止に対しては，(株)NTT

ドコモから「歩きスマホ防止機能」として歩行を検知
した場合ユーザが閉じることのできる警告表示を提示
するフィードバックや，名坂らの研究 [1]で画面がON

になっている場合はその画面をOFFにするといったい
くつかの既存の抑止システムが開発されているが，こ
れらの例では“ながらスマートフォン”を検知すると直
ちに操作できなくするものが多いが，より自然にユー
ザの行動改善を促すという点では，改善の余地がある．
そこで本研究では，“ながらスマートフォン”を自然に
抑制して対話的に代替操作を促す“ながらスマートフォ
ン”抑止システムを開発した．

2 “ながらスマートフォン”抑止への考慮

まず本システムは，“ながらスマートフォン”を抑止
するシステムのためユーザがフォアグラウンドでメー
ルやWebブラウジングなどの操作をしている場合にも
それらを抑止することができるシステムが求められる．
歩行を検知した場合に警告表示を提示するフィード

バックや画面を OFFにするフィードバックについて，
例えば「目的地に向かう途中で気になっていたニュース
記事を確認しようと記事を開き確認するが，警告表示
や画面のOFFによって記事を見ることができなくなっ
てしまう．しかし，状況に関わらず突然記事閲覧など
を不可にすると，記事が気になるユーザは却ってすぐ
に閉じるボタンを押すなどの回避行動によって，歩き
ながら記事を見続けてしまう」，といった状況も考え
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られる．こういった必ずしも“ながらスマートフォン”
を抑止できないシチュエーションをなるべく減らすこ
とを本研究の目的とする．

3 システム概要

バックグラウンドでの動作 抑止への考慮から本シス
テムは，ユーザの様々な操作に対応するため単一のア
プリケーションに組み込むシステムではなくバックグ
ラウンドで動作するシステムとした．

段階的な警告表示レイヤの提示 本システムは“なが
らスマートフォン”を抑制するために，ユーザの歩行
を検知する時間によって透明度が段階的に低くなって
いく警告表示レイヤを表示するフィードバックを提示
する．100%，80%，60%，40%，20%，10%の 6段階
の透明度を持つレイヤを用意しており，検知する時間
に対応して段階的に透明度が低くなっていく．図 1は
Webブラウジングをしている際に歩行検知をするとレ
イヤがどのように提示されるかの例である．

(a)透明度 100%のレイヤ　 (b)透明度 40%のレイヤ

図 1:警告表示レイヤ

このフィードバック手法は，突然警告表示を行うの
ではなくユーザに対して行動を起こす時間を与える手
法であるため，例えば“すぐに立ち止まることができ
ないが，少し先に立ち止まるスペースがある”といった
シチュエーションに有効であり，“ながらスマートフォ
ン”の抑止に有効である．
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音声による読み上げ 段階的な警告表示レイヤの提示
フィードバックに合わせて，透明度が 20%や 10%の段
階になるまで歩行を続けるユーザに対して音声による
読み上げというフィードバックを提示する．強制では
なく，ユーザが左右にスマートフォンを振ることでク
リップボードへのコピー画面に移行し，そこで記事や
メールなどがクリップボードへコピーされた場合はそ
れを音声によって読み上げる．

(a)透明度 20%のレイヤ　 (b)透明度 10%のレイヤ

図 2:音声読み上げの提示画面

このフィードバック手法は，スマートフォンを見て情
報を得ることの代替として音声による読み上げによっ
てスマートフォンを見ることなく記事やメールなどの
情報を得ることができるため，“ながらスマートフォン”
の抑止に対して有効である．

4 実装方法

実装は Androidスマートフォンの Xperia Z1 SO-01F

上で行っており，センサは端末内蔵のものを用いてい
る．また加速度センサからのデータ取得周期を 60msと
し，加速度センサのＸ軸，Ｙ軸は地面と水平で，端末
の横方向がＸ軸，縦方向が Y軸に相当する．Ｚ軸は地
面と垂直に立てた軸に相当するものである．
“ながらスマートフォン”の検知は端末内蔵の加速
度センサからスマートフォンの Y軸と Z軸データを取
得し，一定の時間幅のデータを保持更新する．その時
間幅内に存在する Z軸データのうち一定数が閾値を超
えた場合，検知とした．端末の傾きによって加速度セ
ンサの Z軸にかかる力が変わることから，閾値を Y軸
のデータから傾きを計算し，動的に変化させた．警告
表示はユーザがフォアグラウンドで操作をしているこ
とを考慮し，非同期でバックグラウンドでも動作する
Service機能を用いて段階的な警告表示を実装した．

5 関連研究

本研究と同じく歩きながらのスマートフォン操作を
問題とした研究に，名坂らの研究がある [1]．これは加
速度センサとカメラ画像のオプティカルフローを用い
て歩きながらのスマートフォン操作を検出するものであ
り，検出後は画面をOFFにするフィードバックをユー
ザに提示する．本研究は，加速度センサを用いて歩行
を検知する点は関連しているが，検知後のフィードバッ
ク手法について焦点を当てている点で異なる．
また米村ら [2]は，スマートフォンの歩行の際の加速

度センサの値から街中のミクロな混雑度を推定する研
究で混雑度の推定処理の指針を示した．混雑度を推定
することで移動の際の危険性低下が期待できる．本研
究とはスマートフォンの加速度センサを用いる点や危
険防止の点で関連があるが，ユーザに対してのフィー
ドバック手法が異なっている．

Majumderらの iPrevention[3]は転倒防止を対象とす
る研究でスマートフォンの加速度センサとジャイロセ
ンサから歩行パターンを検知し，異常なパターンを検
知した場合はユーザに対し警告するといったシステム
の研究である．本研究とはスマートフォンを用いた危
険防止という点で関連しているが，フィードバック手
法や防止の対象となる行動といった点で異なる．

6 まとめ

本研究は，“ながらスマートフォン”を抑止する際の
インタラクションに着目し，“ながらスマートフォン”
を抑止するシステムの提案，実装を行った．今後，被
験者実験を行いそこから得られる知見から本システム
のさらなる改良を目指す．
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